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研 究の 目的

　 本研 究 は 、 Ozaki （2003 ）の 反復研究 で ある。
　Ozaki （2003 ）の 研 究 目的 の

一
つ

は、日本 人 大学生 に 英語 の 文章 の構 成上 の 特徴 を明示的また は 暗示 的に 訓練す る

ことが その 特徴 の 産 出に どの 程 度効果 があるか 、 また 、 その 効果 が どの ぐらい 持続す

るか を調 査することで あっ た。 本研 究の 目的は 、 Ozaki （2003）で 得られ た次の 3 つ の

仮説 が別 の 参加者 に お い て再検証 されるか どうか を調 べ ることで ある。本研 究で は 、

中間テス トを加 え 、 明示的または暗示 的訓練の 過 程をより詳細に観察す ることとした 。

仮説

　 1 日本人大学 生 に英語の 文章の 構成上 の 特徴 を明示 的に訓練 するこ とは 、

　　 その 特徴を暗示 的に訓練するよりも単 に提 示 するよりも効果 的で ある。

　 2　日本人大学生に英語 の 文章の 構成上の 特徴を暗示 的 に訓練す るこ とは 、

　　 その 特徴を単 に提 示 するの と同じ効果で ある。

　 3 英語 の 文 章構成の 特徴 の 明示 的訓練の 効果 は 、 少 なくとも5週 間は 持続 す る。

研 究方 法

1 参加 者 は62名 （3クラス ）の 日本人 大学生で
、 明示 群 （22名）、 暗示 群 （23名 ）、

　 統 制群（17名）とい う三 っ の グル ー プ を構成する 。

2 手順

（1） 最初 の 段 階で 、グル
ー

プ 間に英語 力の 有意差 があるか どうか を調 べ る。

（2） 次 に 、 英 作文 の 事前テス トを行う。

（3） その 後 、 3つ の グル
ー

プ に対して 異なる訓練を夏休み の 前と後 に 8週 間ずつ

　　　行 う。 模範パ ラグラフ の 提 示 の 方法と英 作文 の 添 削の 方 法はグル
ー プに よっ て

　　　異なる。

　　　（a） 明示 郡 で は 、模 範パ ラグラフの 提 示 とともに 英語 の 文 章の 構成 上 の

　　　　　 特徴が 講義形 式で 明示 的に 説 明される 。 また 、参加 者の 英作文は 、

　　　　　 そ の 構成につ い て 、 書き言葉で 明示 的 に 添削され る 。
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　　（b）　暗示 郡で は 、 注意を喚起したい 構成上の 特徴が太字で 印刷された

　　　　 模範パ ラグラフ が与 えられ るが 、 構成 につ い ての 説 明は行われ ない
，

　　　　 英作文 は 、 その 構成につ い て9色の カラ
ー ペ ン で暗 示 的 に添 削され る。

　　（c ）　 統制群で は 、 模範パ ラグラフ が単に 提示 されるだけで
、 構成 につ い て の

説 明 は行 われない
。　 英作 文は 文法 、 語彙 、 綴 りに つ い て添 削されるが

、 構 成 に

つ い ては 添 削されない 。

（4） 8週 間の 訓練の 後 、 英作文 の 中聞テス トを行う。

（5） 夏休み の 後 、 さらに8週 間の 訓練を行 い
、 英作 文の 事後テス ト1を行う。

（6） その 後 、 訓練をしない 5週間を挟み 、 英作文の 事後テス ト2を行う。

分析方 法

1 英作 文テス トの 得点（事前テス ト・中間テス ト・事後テス ト1・事後テス ト2）を 、

　　 二 元 配 置 の 反復測定の 分散分析を使 っ て 分 析し 、 テス ト問 、 お よび 、 グル
ープ

　　 間に違い があるか どうか を調 べ る。

2　グル
ー プ 間に 違い がある場合は 、

一
元 配 置の 分散 分析とシ ェ フ ェ テス トを用い 、

　　 どの グル
ー プ 間に有意差があるの か を検証 する。

結 論

1　 仮説 1は検証 され た 。 日本人 大学生 に英語 の 文 章の 構 成上 の 特 徴を明 示 的 に

　　 訓練することは 、 その 特徴を暗示的 に訓練す るよりも単に提示 するよりも効果的

　 　 であることが確認 された 。

2　仮説 2は検証 され た 。 日本人 大学生 に英語の 文 章の構 成上 の 特 徴を暗示 的に

　　 訓練することは 、 そ の 特徴を単に提示 するの と同じ効果で あることが確認 され た。

3　仮説 3は検証 され た 。 英語 の 文章構 成 の 特徴の 明 示 的な訓 練 の 効果 は 、少なく

　 　 とも5週 問は持続 した。
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